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【緒言・目的】

　血液透析中の血圧管理としては、マンシェットによる間歇的な血圧測定が一般的である。しか

し、測定が連続的ではないため、急激な血圧低下の発見が遅れる可能性もある。今回、透析開始

直後に急激な血圧低下を呈する患者を経験し、レーザ血流計を用いた新しい患者監視法を試みた

ので報告する。

【対象】

　対象は、HDF施行中の慢性維持透析患者 1名（85 歳、女性、原疾患不明）で、透析開始およ

そ 10 分後に急激な血圧低下が見られる患者である。

【方法】

　レーザ血流計を患者に装着し、透析療法中の耳朶血流量を連続測定した。さらに、マンシェッ

トによる間歇的血圧測定値と比較した。

【結果・考察】

　レーザ血流計の使用により、リアルタイムな患者監視が行え、耳朶血流値と収縮期血圧値の間

には、r＝0.56 の相関関係が認められた。また、通常の血圧測定よりも、早期に血圧低下を検出で

きる可能性が示唆された。さらに、耳朶血流量のトレンド波形をもとに除水速度の調整も可能で

あった。

【結言】

　レーザ血流計は、透析困難症などにおける患者監視モニタとして、特に有用と思われた。
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